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ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二期事業に関する 

全体事業費等の変更について 

 

 ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二期事業については「ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二

期事業に関する基本協定書」等を関係市町の 4市 2町（京都市、城陽市、木津川市、井手

町、宇治田原町、宇治市）、京都府及び西日本旅客鉄道株式会社との間で締結し、これま

で、西日本旅客鉄道株式会社や関係機関等と協議・調整し事業を進めてまいりました。 

 この度、第二期事業の事業進捗に伴い全体事業費等の変更を行うことについて、下記の

とおりご報告いたします。 

 

記 

 

１ 全体事業費の変更内容及び変更理由 

  ○変更内容 

   全体事業費を 397.1 億円から 403.4 億円に変更（増額 6.3 億円） 

   （うち本市負担額は 42.24 億円から 42.91 億円に変更（増額 0.67 億円）） 

  ○変更理由 

   工事に係る事業費縮減を図ったが、前回の変更協定締結時以降に建設資材等の価格

が広範囲かつ大幅に高騰したことによる 

 

２ 事業期間の変更及び変更理由 

  ○変更内容 

   事業期間を令和 6年度から令和 8年度まで延伸 

   （なお、予定どおり令和 5年 3月に開業済み） 

  ○変更理由 

   環境アセスメントの事後調査等の結果を踏まえ、その手続きや設計、追加工事等の

諸要素を踏まえた対応に、2年の延伸が必要になると想定されたことによる 

 

３ 今後 

  年度内に変更協定書等の締結を予定 

 

４ 参考資料 

  ＪＲ奈良線の高速化・複線化第二期事業の流れ 

 

以上 



 

 

   

基本協定書の締結 

(平成 25 年 8 月 13 日) 

実施等に関する協定の締結 

（平成 25 年 9 月 9 日） 

◎鉄道施設等詳細設計 

◎環境影響評価法に基づく手続き 

「配慮書」「方法書」「現況調査」 

「準備書」「評価書」 

（H25.11－H28.3 完了） 

実施等に関する変更協定の締結 

（平成 26 年 12 月 15 日） 

鉄道事業法に基づく鉄道施設の変更認可 

(平成 28 年 5 月 27 日) 

鉄道事業法に基づく事業基本計画の 

変更認可（平成 26 年 9 月 1 日） 

工事起工式典（平成 28 年 7 月 26 日） 

事業開業（令和 5 年 3 月 18 日） 

変更基本協定書・実施等に関する 

変更協定書の締結 

（令和 2年 3月 30 日） 

JR 奈良線の高速化・複線化第二期事業の流れ 

第二期事業 

◎事業期間：H28～R8 年度 

変更基本協定書・実施等に関する 

変更協定書の変更 

（令和 6 年度中（予定）） 

◎環境影響評価法に基づく手続き 

「事後調査の実施」「報告書」（R5.4－R6.4） 
今回報告 

資料１ 

参考資料 


